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2016 年 11 月 13 日（日）、北海道大学学術交流会館にて第 27 回北海道臨床工学会が開催され、

多くの臨床工学技士や関係者の協力のもと、盛会のうちに終了となりました。お手伝いをしてい

ただいた関係者の方々、講演をしていただいた先生方、演題発表をしていただいた会員の方々、

そして参加していただいた方々に厚くお礼を申し上げます。 
本工学会は様々な分野からの発表があり、それぞれの発表に対する意見交換や討議をすること

で、多くの知識や情報を得ることが出来る絶好の機会となりました。 
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北海道大学学術交流会館において、第 27 回北

海道臨床工学会が開催され、会員や学生を含め総

勢 455 名が参加され盛大な会となりました。 
 特別講演では JCHO 札幌北辰病院 腎臓内科

部長 山田幹二先生に「CKD 保存期も含めて」

と題してご講演して頂き、教育講演では、社会医

療法人社団カレスサッポロ 北光記念病院 不

整脈治療部門部長 四倉明彦先生に「ICD リー

ドマネジメント」と題してご講演して頂きまし

た。現職の技士のみならず学生が多数参加されて

いることもあり、内容をわかり易く、丁寧にご説

明して頂き有意義な内容となっていました。 
 ランチョンセミナーではより様々な分野での

実践的なテーマについてご講演頂き、なかには座

席が足りなくなるほど盛況な会場も見受けらま

した。ご多忙の中、ご講演して頂きました小川先

生、巽先生、五十嵐先生に御礼申し上げます。 
 会場中央に位置する展示会場はレイアウトを

変えて実施されており、各企業展示も一日を通じ

て賑わいを見せていました。 
 その他にも、日本生体医工学会(旧日本エム・

イー学会)北海道支部第 50 回生体医工学研究会

との共催企画として「これからの医工連携を考え

る―生体医工学と臨床工学―」と題され、北海道

科学大学 保健医療学部 木村主幸先生が教員

側の視点から大学院とはどのような環境で研究

を行うか、具体的な研究の進め方、仕事をしなが

ら大学院に通う方法などについてご講演して頂

きました。後半は、学生側の視点から自身の経験

を踏まえた上での大学院での研究について工藤

先生と小幡先生よりご講演頂き、これから大学院

入学を考える上でとても参考になり、これからの

医工連携を担う臨床工学分野の研究者の重要性

を再認識することが出来た内容となっていまし

た。 
 （広報 東） 

 

今回、会誌に論文掲載を希望される方で、学会

当日に投稿原稿を提出されていない方は、「投

稿・執筆規程」に従い、下記の期日までに必ず投

稿原稿を提出してください。提出は郵送でもメー

ルでも受け付けています。 
編集用に用意しているパソコン(Windows)は、

MicrosoftのWord2010とPowerPoint2010に対

応できるようにしています。原稿はWord、図表

にはPowerPointを用い、上記環境にて正常に動

作するデータでお送り下さい。また、図表は白黒

に修正してからお送り下さい。  
なお、公益社団法人北海道臨床工学技士会会誌

は現在 ISSN登録となっています。今回発表され

る内容を他学会にて全く同じ内容で論文投稿の

予定がある場合は二重投稿とみなされますので、

注意をお願いいたします。 
記 

締め切り期日：2017年1月13日（金）必着  
原稿送付先：〒070-8610  

北海道旭川市金星町1丁目1-65  
市立旭川病院 臨床工学室  
澤崎 史明 <Sawasaki Fumiaki>  

Phone：0166-24-3181(内線3905)  
FAX ：0166-24-1125  
Mail ：f_sawasaki@city.asahikawa.hokkaido.jp  
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去る 2016 年 10 月 16 日（日）吉田学園医療

歯科専門学校 6F パソコン室にて、第 10 回教育

セミナーが開催されました。今回は「Pharmaco
統計ソフトによる臨床工学技士のためのデータ

解析」ということで、名古屋市立大学大学院医

学研究科 非常勤講師の松本一彦先生による、

実際の統計ソフトを使用しながらのセミナーが

行われました。当日は 20 名ほどの参加者でした

が、受講者一人一人が PC と準備された統計ソ

フトを使用しながらデータ解析の手法について

レクチャーを受け、各自理解を深めておられま

した。 
統計学は論文を作成するうえで非常に重要な

ものであり、実験で得られる様々なデータをど

う扱うか、またどのような検定方法で解析する

か、これを誤ると得られるはずの有意差も得ら

れなくなるため適切な統計手法が必要になると

いうことはとても勉強になりました。 
松本先生によると、現在臨床工学技士向けの

統計ソフトも開発中とのことであり、今後我々

臨床工学技士のデータ解析の一助になってくれ

るものと考えます。 
休日にもかかわらず講義していただいた松本

先生、また本セミナーを企画された教育委員会

の皆様お疲れさまでした。 
（広報 奥山） 

 

松本先生による講義風景 

2016 年 11 月 19 日（土）TKP 札幌駅カンフ

ァレンスセンターにて、北海道心カテセミナー

2016Vol.1～カテ室業務に役立つ生理検査の見

方～が開催され、各施設の臨床工学技士総勢 75
名が参加する盛大なセミナーとなりました。 
セミナーでは、三施設の臨床工学技士が演者

として、「自施設における心カテ業務」という

演題でご発表頂きました。普段はなかなか知る

ことの出来ない他施設の業務内容について、心

カテ業務のみならず様々な業務について写真

や動画を使用し紹介して頂き、各施設三者三様

の特色が有り、そのなかでも業務に使用する物

品を自作し活用しているという発表が印象的

でした。 
また、特別講演として倉敷中央病院の清水速

人先生から「目からウロコ!カテ室業務に役立つ

心エコーと心電図」と題してご講演頂きまし

た。心エコーから得られる情報や最低限知って

おくべき心エコー所見など、臨床検査技師なら

ではの視点から症例を交えながら様々な内容

をご紹介して頂きました。 
講演後半では、実際のエコー動画を観察しど

の部位に異常があるかを考える内容となって

おり、受講者が参加し考えながら進行していた

ので、楽しみながら学びかつ実践的な知識を習

得することが出来たセミナーとなりました。 
（広報 東） 

 

特別講演の清水先生 
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公益社団法人 北海道臨床工学技士会 
常務理事（渉外担当） 木村 吉治 

 
去る 2016 年 10 月 15 日（土）～16 日（日）、

いわて情報交流センター（アイーナ）にて第 3
回 北海道・東北臨床工学会・第 22 回北海道・東

北連絡協議会が行われました。   
北海道臨床工学技士会からは大宮会長、池田事

務局長と私が技士会運営に対する情報交換、工学

会運営の視察、演題発表協力、東北 6 県の臨床工

学技士会との親睦を目的に参加してきました。 
3 回目を迎えた北海道・東北臨床工学会は菊地

雄一大会長（岩手臨床工学技士会）のあいさつで

幕を開け、「地域の連携と歩む臨床工学技士～北

の国からのイノベーション」をテーマに開催さ

れ、医工連携事業の普及についても考える会とな

りました。 
特に経済産業局と共同開催したパネルディス

カッションでは臨床工学技士が医療現場の現状

や製品への意見を積極的に提示することで質の

高い医療機器が生まれ、結果的により良い医療を

提供できることや実際の取り組みについて説明

されると臨床工学技士の新しい可能性を感じる

ことが出来ました。 

また、若い技士をパネリストに迎えて行われた

Ｙボード共同パネルディスカッションでは帯広

厚生病院の山本將平さんが「地域連携における医

療機器安全管理の現状と課題」をテーマに口演を

行い、時に若手には難しいと思われるような質問

にも、若者とは思えないほど堂々とした応答を見

せていたのが印象的でした。北海道の若者を代表

して口演してくれた山本さんに改めて感謝いた

します。 
最後になりましたが、北海道・東北臨床工学会

は全ての登録会員数を合わせると二千五百人を

超える大きな会となりました。このような規模の

会を、外注の企画運営会社に頼らず全て自前で行

ったそうで、岩手県臨床工学会の皆様のご苦労は

大変なものだったと思われます。すばらしい学び

の機会を与えてくれた岩手県臨床工学技士会の

皆様に心から感謝いたします。 
 
北海道からの参加者 
一般演題発表者 8 名・座長 3 名・ 
シンポジウム演者 2 名・教育講演 1 名・ 
一般参加者 多数 
 

 

Ｙボード共同パネルディスカッションの山本先生 
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北海道・東北臨床工学会が行われた、いわて情

報交流センター（アイーナ）の別フロアーにある

多目的スペースで、臨床工学技士のお仕事体験ブ

ースが設置されていました。 
大きな看板を掲げることなく、一見すると何の

イベントかわからないような設置スペースにも

関わらず、ICU や手術室の一室がリアルに再現

されたブースは、通行人の興味を引き賑わってい

ました。 
いわて情報交流センターは、県立図書館や運転

免許センター、県立大学キャンパスなどが入る複

合施設であったせいか、子供から高齢者まで幅広

い層の集客に成功していました。 
当会で同様のイベントを開催する際は、会場の

選択やブースの設置方法など大いに参考にした

いと思います。 

することにした。しかし、看護師が電気メスを

機器に接続した際、誤って別の差し込み口に接

続した。この結果、医師が止血を数回試みたが、

思うような効果が出ず、結局、圧迫などで止血

した。機器の使用開始から約 2 時間後、差し込

み口が誤っていたことに病院スタッフが気付

き、この間、約 2 リットルの出血があった。た

だ、同センターは「機器は複数の止血手段の一

つで、患者の経過に影響はなかった」としてい

る。 
 男性は今年 1 月中旬に退院し、経過は順調だ

という。同病院は看護師らの研修を実施し、再

発防止に取り組んでいる。 
2016 年 7 月 22 日 (金) 配信読売新聞 

◆RM ニュース◆ 
 
<手術中に機器操作ミス> 

 
千葉県内の病院で 21 日、食道がん患者の手

術中に止血用の機器の操作に誤りがあったと

発表した。 
 看護師の不慣れが原因で、機器による止血が

うまくいかず、医師が別の手法で止血して手術

は成功した。同病院は将来的に重大な事故につ

ながる可能性があるとして、県に医療事故とし

て報告した。 
 発表によると、同病院は昨年 12 月中旬、県

内の 60 歳代男性の食道を摘出した。手術中、

脾臓から出血があり、電気メスを使って止血 
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<老人ホームを家宅捜索 
呼吸停止で女性死亡> 

 
大阪府警捜査 1 課は 23 日、人工呼吸器の停止

で入所者の女性（68）が死亡した大阪府内の介

護付き有料老人ホームを家宅捜索した。 
 捜査関係者などによると、女性の死亡が確認

されたのは 20 日午後 9 時 5 分すぎで、人工呼吸

器はコンセントにつながれた状態で電源のスイ

ッチが切られていた。しかし、その後にスイッ

チを入れると呼吸器は正常に作動した。 
 女性は筋肉が萎縮する病気で呼吸機能が低下

し、自らスイッチを操作することもできなかっ

たとみられる。普段の介護では、呼吸器に付属

した加湿器の水を入れ替える際などに、スイッ

チを切ることがあるという。 

<在宅酸素療法 火災が５年で 
２４件･･･２２人死亡> 

 
 肺の病気のため酸素吸入をする在宅酸素療法

が原因とみられる火災が、この 5 年間で計 24 件

あり、患者 22 人が死亡したことが、一般社団法

人「日本産業・医療ガス協会」のまとめでわかっ

た。 
 吸入中の喫煙が原因となるケースも多く、同協

会や厚生労働省は近くで火を使わないように呼

びかけている。 
 在宅酸素療法では主に、酸素濃縮装置から鼻に

つないだチューブを通し酸素を吸入する。長年の

喫煙が原因で肺が酸素を取り込みにくくなる慢

性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）や、肺結核の後遺症

の患者ら約 16 万人が受けている。 
 同協会のまとめによると、2012～16 年 6 月に

患者宅で起きた火災は、14 年の 7 件を最多に計

24 件あった。 
2016 年 7 月 23 日 (土) 配信読売新聞 

 捜査 1 課は家宅捜索するとともに現場検証を

実施。業務上過失致死などの疑いもあり、呼吸

器を押収した上で職員らに当時の状況を聴き、

スイッチの入れ忘れや操作ミスがなかったかど

うかなど詳しい経緯を調べる。 
 女性は 2014 年 2 月から入所しており、20 日

午後 8 時 20 分ごろ、巡回中の看護師が呼吸器の

モニターが消えているのに気付いた。司法解剖

の結果、死因は窒息死だった。 
2016 年 8 月 23 日 (火) 配信共同通信社 

 

<内視鏡検査でホルマリン液を誤注

入患者は重症 兵庫> 
 
兵庫県内の病院の医師が昨年 7 月、内視鏡検

査を受けた同市の 70 代の男性患者の十二指腸

に、誤って劇物のホルムアルデヒドを含むホル

マリン液を注入していたことがわかった。男性

は 13 日、十二指腸の粘膜がただれたり、はれた

りして重傷を負ったなどとして、当時の内科部

長について業務上過失致傷の疑いで告訴状を県

警に提出した。 
 告訴状によると、男性は昨年 7 月 22 日に内視

鏡検査を受けた際、10％濃度のホルマリン液

120 ミリリットルを十二指腸に注入されたとい

う。男性は内科部長らが使用液の確認を怠った

と主張。神経痛などの後遺症が出たとしている。 
病院によると、ホルマリン液は病理検査のた

めに使うもので、精製水の容器に高濃度のホル

マリンを混ぜて作っている。超音波を使った内

視鏡検査で、本来は精製水を十二指腸に注入す

るが、今回は誤ってホルマリン液を使ったとい

う。 
男性のほか、このホルマリン液でレンズを洗

浄した内視鏡が使われた患者が 55 人いるとみ

られるが、健康被害は確認されていないという。

病院は医療事故として市保健所に届けたが、公 
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の支払いを希望した会員は除きます）。継続正

会員に対する 2017 年度の年会費の自動口座振

替日は 2017 年 2 月 27 日（月）におこないま

す。会員の皆様におかれましては、登録口座の

内容に変更がないか、また残高が十分かなどを

事前にご確認頂くようお願いいたします。な

お、登録の自動振替口座の変更がある場合や諸

事情により当会を退会する予定の会員は至急

事務局にご連絡ください。 
 
 
 
 
 
今年度より正会員年会費の自動振替化に完全

移行いたしました。それにともない、2017 年度

より普通会員年会費領収書の発行を原則中止

いたします。 
今後は、銀行口座の通帳より、年会費のお支

払状況をご確認いただくようお願い申し上げ

ます。なお様々な事情により領収書の発行を希

望される方は、ホームページよりお問い合わせ

ください。 
年会費を施設で支払う場合や、事情により技

士会の承認を得て事前に振込用紙による支払

いを希望している正会員、賛助・団体会員につ

きましては、今までどおり領収書を発行いたし

ます。 
正会員数が 1100 名以上と増加するにともな

い、領収書発行業務にかかる時間が大幅に増え

て大きな負担となっております。会の健全な運

営のためにも、正会員年会費領収書発行原則中

止へのご理解とご協力を賜りますようお願い

いたします。 
 
お問い合わせは、技士会ホームページ「お問

い合わせ」→「技士会事務局へのお問い合わせ」

よりご連絡ください。 

下記に示すセミナー、学会等が開催されま

す。皆様多数の参加をお願いいたします。詳細

は公益社団法人 北海道臨床工学技士会ホー

ムページまたは各記載の web サイトをご覧く

ださい。 

表していなかった。告訴状について「内容を確

認次第、対応したい」とコメントしている。 
 13 日に会見した男性の息子は「病院側の対

応に不信感がある。個人の責任を問わないあい

まいな姿勢に強い憤りを持つ」と訴えた。 

2016 年 10 月 14 日 (金)配信 朝日新聞 

 
 

****************************************** 
2017 年 2 月 4 日（土）、5 日（日） 
「第 28 回人工呼吸器セミナー」 
 会場 札幌医科大学臨床研究棟 1 階講堂 

http://www.kokyu-kanri.com/ 
****************************************** 
2017 年 3 月 9 日（木）～3 月 11 日（土） 
「第44回日本集中治療医学会学術集会」 

会場 ロイトン札幌 
さっぽろ芸文館 

  札幌市教育文化会館 
http://44jsicm.gakkai.me/ 

****************************************** 
2017 年 5 月 20 日（土）～5 月 21 日（日） 
「第 27 回日本臨床工学会」 
 会場 リンクステーションホール青森 
    ホテル青森 

http://convention.jtbcom.co.jp/jace27/ 
****************************************** 
 

正会員の年会費納入方法につきましては、

2016年度より自動振替化に完全移行いたしまし

た（ただし、賛助会員と振込用紙による年会費 
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このコーナーは、平成 2７年度の卒業生で北海道臨床工学技士会より表彰を受けた道内臨床工

学技士養成校の卒業生に、現在の状況や今後の抱負など熱い思いを語ってもらうコーナーです。 

今回は、平成 2８年 3 月に北海道ハイテクノロジー専門学校を卒業し、現在日鋼記念病院にて

勤務中の庄司笑香さんです。 

 

ちろん私では対応できないことが起きれば先輩に

頼るしかないのですが、とにかくドキドキし通し

です。週に１度は落ち着かない夜を過ごしていま

したが、奇跡的にはじめの２ヶ月間は一度も呼び

出されることなく迎えた１１月頭、初めての呼び

出しがありました。時刻は朝６時前、起床直後の

電話に大急ぎで病院に駆けつけその場は何とかし

のぎましたが、後から考えると慌てるあまり酷く

効率の悪い動きをしていたと反省しました。 

待機に限らず日常の業務でも反省点は尽きませ

ん。失敗や反省を積み上げていく日々ですが、そ

の中で得ているものは達成感ややりがいです。技

士としての業務に加え臨床にも深く関わり、さら

に学会発表にも多く取り組まれている先輩方の

元、自分もそうなりたいと強く感じています。今

はまだ技士として半人前とも言えないくらいかも

しれませんが、１歩ずつでも着実に成長し、「私は

臨床工学技士です」と胸を張って言えるようにな

るよう、努力を惜しまず邁進していきます。 

今年の３月に北海道ハイテクノロジー専門学校

を卒業し、日鋼記念病院に就職して８ヶ月が過ぎ

ました。まだまだ緊張の毎日ですが、建物に入る

だけでビクビクしていた４月と比べると随分慣れ

たものだと感じます。 

 当院の臨床工学技士は血液浄化、カテーテル、

手術室、内視鏡等の分野で業務を行っています。

現在私は血液浄化業務を中心に人工透析、急性血

液浄化、高気圧酸素治療に携わっています。１人

で任される仕事も多くなって責任の重さを感じ、

誰かに見守られることのありがたさと、それに頼

ってきた自分の甘えを痛感しています。 

当院は臨床工学技士の当直を行っておらず、待

機者がコールがあれば対応します。私は９月から

待機に入り始めました。それまでは１人で任され

るとは言えアドバイスを求められる存在が近くに

いる状態でしたが、いよいよ本当に１人きりでの

業務です。先輩は「困ったら電話して良いよ」と

言ってくれますが、もしかしたら真夜中に、眠っ

ている先輩を電話でたたき起こすのは怖いし、で

も１人も怖いし…どっちの勇気を出すべきか、も 

日鋼記念病院 庄司笑香さん 



（詳細は日本医療機能評価機構のホームページをご覧下さい） 
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「北海道臨床工学技士会会誌」第 26 号（2016 年 9 月 30 日発行）

の掲載論文の筆者施設名に誤りがありましたので、以下の通り訂正い

たします。 
目次 ２１．論文  

  （誤）JA 国立病院機構  → （正）国立病院機構 
５７項 
 （誤）JA 国立病院機構  → （正）国立病院機構 
会員の皆様ならびに関係者の皆様にご迷惑をおかけしましたこと

を、深くお詫び申し上げます。 
公益社団法人 北海道臨床工学技士会 
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